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北部地域北部地域
� 賑わいの創出へ� 賑わいの創出へ

第２回定例会

　

令
和
７
年
第
２
回
定
例
会
が
、
６
月
３
日
か
ら
６
月
11
日
ま
で
の
９
日
間
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
の
制
定
に
関
す
る
も
の
３
件
、
令
和
７
年
度
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
等
の
補
正
予
算
の
議
定
に
関
す
る
も
の
４
件
、
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
関
す
る
も
の
１
件
、
人
事
案
件
に
関
す
る
も
の
３
件
の
11
案
件
で
、
い
ず
れ

も
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
の
意
見
書
が
１
件
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

問　
今
宿
仮
宿（
か
り
や
ど
）

地
区
の
企
業
誘
致
が
、
埋
蔵

文
化
財
の
本
掘
実
施
を
前
に

と
ん
坐
し
た
こ
と
で
の
条
例

制
定
と
思
う
。
が
、
８
億
円

と
い
う
本
掘
費
用
が
想
定
さ

れ
る
が
、
こ
の
条
例
で
は
上

限
５
０
０
０
万
円
の
３
年
の

奨
励
金
で
あ
り
、
こ
の
額
で

の
企
業
誘
致
は
厳
し
い
の
で

は
。

答　
本
掘
費
用
の
８
億
円
は
、

昨
年
度
の
進
出
予
定
企
業
の

試
算
で
あ
り
、
改
め
て
本
掘

費
用
の
確
認
を
進
め
て
お
り
、

進
出
企
業
の
規
模
に
も
よ
る

が
、
奨
励
金
交
付
期
間
の
延

長
等
の
条
例
改
正
も
可
能
で

あ
る
。

問　
進
出
を
検
討
す
る
企
業

に
と
っ
て
、
検
討
に
値
す
る

３
６
３
７
万
円
の
追
加

問　
定
額
減
税
補
足
給
付
金

に
つ
い
て
、
当
初
給
付
額
と

の
差
額
が
生
じ
た
が
な
ぜ
か
。

答　
国
が
示
し
て
い
る
物
価

高
騰
対
応
重
点
支
援
臨
時
交

付
金
制
度
要
綱
を
も
と
に
算

出
し
た
結
果
、
当
初
算
出
額

と
の
差
額
が
生
じ
た
。

問　
対
象
者
は
。

答　
１
４
０
０
人
。

問　
当
初
給
付
額
と
差
額
が

問　
工
事
内
容
と
大
ま
か
な

費
用
は
。

答　
今
年
度
は
、
ち
ょ
っ
く

ま
に
隣
接
し
た
エ
リ
ア
の
散

策
路
及
び
辻
川
の
護
岸
整
備

工
事
を
実
施
予
定
で
、
総
額

約
８
６
０
０
万
円
の
予
定
。

問　
今
回
の
入
札
に
３
社
の

応
札
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
う

ち
の
町
内
の
企
業
２
社
が
辞

退
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

答　
町
内
事
業
者
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
手
持
ち
工
事
量

等
を
勘
案
し
て
、
今
回
の
工

事
は
辞
退
し
た
と
の
こ
と
。

生
じ
た
方
の
確
認
が
難
し
い

と
思
わ
れ
る
が
、
対
策
は
。

答　
対
象
者
に
、
確
認
書
を

送
付
で
き
る
よ
う
検
討
を
進

め
て
い
る
。

金
額
な
の
か
が
最
大
の
要
素

で
あ
り
、
販
売
価
格
の
確
認

作
業
が
早
急
に
必
要
で
は
。

答　
本
掘
費
用
を
含
め
た
総

費
用
等
に
つ
い
て
、
地
権
者
、

土
地
の
販
売
業
者
と
も
早
急

に
協
議
し
、
進
め
て
い
く
。

鳩
山
町
企
業
誘
致
条
例

令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
辻
川
整
備
工
事
そ
の
１
）

ちょっくまに隣接する水辺の広場整備完成イメージ
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政務活動費政務活動費議員の　　　　　　　　　　　公表します

賛成多数で可決し、賛成多数で可決し、
国へ提出しました。国へ提出しました。

〈
反
対
討
論
〉

　

こ
の
地
域
の
紛
争
は
、
イ

ス
ラ
エ
ル
建
国
以
来
、
領
土

や
民
族
・
宗
教
な
ど
の
複
雑

な
課
題
が
絡
み
、
続
い
て
い

る
。
国
際
的
な
調
停
や
仲
介

に
よ
り
和
平
合
意
に
至
る
事

を
望
む
。

　

一
方
、
町
議
会
や
町
議
員

は
、
町
民
の
暮
ら
し
に
直
結

す
る
課
題
に
寄
り
添
い
、
地

域
の
発
展
や
安
心
、
福
祉
の

向
上
お
よ
び
教
育
の
充
実
等

に
集
中
し
て
努
め
る
事
が
本

来
の
役
割
で
あ
る
。
意
見
書

　2023年10月７日に始まったハマスによる無
差別攻撃に対するイスラエルの大規模攻撃によ
り、パレスチナ自治区ガザ地区では、市街地に
甚大な被害をもたらし、子どもを含む一般市
民４万6000人以上の尊い命が犠牲となってお
り、現地では飢餓や感染病のまん延など深刻な
状況が続いていると伝えられている。
　いかなる歴史的な経緯や理由があるにせよ、
非戦闘員への攻撃や人質の拉致は、国際人道法
や国際人権法、その他の国際法に違反する犯罪
行為であり、決して容認することはできない。
　したがって、当議会はガザ地区の深刻な人道
的危機を打開するために、イスラエルとハマス
の双方をはじめとするすべての当事者、日本政
府、国際社会に対し、停戦合意の第１段階に規
定された停戦が確実に維持され、第２段階の恒
久的な戦闘停止の宣言、及び第３段階のガザの
復興の実現が遅滞なく進められるように下記の
事項の実現を求める。

記
1.�人道目的の即時停戦と人質を即時に無条件
で解放すること。
2.�国際人道法を含む国際法を遵守すること。
3.�民間人の被害の最小化及び人道支援物資の
供給を通じた人道危機の改善を図ること。

パレスチナ自治区ガザ地区におけるパレスチナ自治区ガザ地区における
即時停戦を求める意見書即時停戦を求める意見書

　

鳩
山
町
は
、
自
由
で
平
和

な
社
会
と
世
界
の
恒
久
平
和

が
達
成
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、

平
成
22
年
に
「
非
核
平
和
都

市
宣
言
」
を
謳
っ
て
お
り
、

世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現
に

向
け
て
力
を
尽
く
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

よ
っ
て
、
日
本
政
府
に
対

し
、
全
て
の
当
事
者
に
向
け

て
即
時
停
戦
を
働
き
か
け
る

外
交
努
力
を
発
揮
し
、
人
道

支
援
の
実
現
に
向
け
最
大
限

の
努
力
を
尽
く
す
よ
う
強
く

求
め
る
。�

（
清
水
）

　

日
本
政
府
は
ガ
ザ
地
区
で

の
人
道
状
況
が
看
過
し
得
な

い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
資
金
・
物
資
・
医
療
な

ど
の
支
援
を
継
続
実
施
し
て

い
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
支
援

の
み
な
ら
ず
、
戦
争
で
焦
土

化
し
た
わ
が
国
だ
か
ら
こ
そ
、

国
際
社
会
に
戦
争
の
悲
惨
さ

を
更
に
強
く
発
信
す
る
べ
き

で
あ
る
。

　

当
意
見
書
は
、
国
民
も
パ

レ
ス
チ
ナ
問
題
を
遠
い
地
域

の
出
来
事
と
捉
え
ず
、
わ
が

事
と
し
て
、
人
権
・
平
和
・

人
間
の
尊
厳
を
見
つ
め
直
し
、

日
本
政
府
が
当
事
者
に
即
時

停
戦
を
働
き
か
け
る
よ
う
求

め
る
も
の
だ
。�

（
日
坂
）

〈
賛
成
討
論
〉

　議員の政務活動に必要な経費の一部として、議員の申請により交付されます。
　政務活動とは、町政の課題や町民の意思を把握し町政に反映させる活動、その他住民福祉の増進を図
るための活動です。公表することにより、政務活動費の使途の透明性の確保に努めています。
　交付額は1人当たり月額2500円です。

政務活動費とは？

政務活動費（令和６年４月～令和７年３月）　　（単位：円）

議員名 交付額
支出内訳

支出合計 差引残額 備考
調査研究費 研修費 広報・広聴費 会議費 資料作成費 資料購入費 事務費

松浪健一郎 30,000 32,000 32,000 0
清水　秀幸 30,000 10,000 26,760 0 36,760 0
根岸富一郎 27,500 32,319 0 32,319 0 ２月分まで
石井　計次 30,000 31,546 31,546 0
森　　利夫 30,000 28,444 14,316 42,760 0
小鷹　房義 30,000 35,292 35,292 0
日坂　和久 30,000 16,929 13,962 30,891 0
石井　　徹 30,000 40,000 40,000 0
関根　清隆 15,000 22,360 21,125 1,500 44,985 0 後期は交付なし

※野田小百合議員、中山明美議員は交付申請しておりません。

提
出
の
有
効
性
も
考
え
て
提

出
に
は
反
対
す
る
。�

（
森
）
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